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●構成

《ワンウェイ給油装置》は､給油ポンプ･分配弁･制御装置･付属機器･配管により構成されています。

給油ポンプ• ：•手動式と自動式があります。

制御盤• ：•自動式給油ポンプの運転、停止などの制御を行います。

圧力警報スイッチ•：•系統中に詰り個所が発生した場合、このスイッチが作動し､制御盤に組み込まれた警報装置が働きます。
手動式の場合は圧力計の異常圧力上昇により判断されます。配管ラインに取付けるタイプもあります。

給油確認指示棒• ：•分配弁指示棒の往復動作は装置の正常な作動を示します。サイクルＬスイッチと併用し､警報信号としても
利用できます。

詰り表示器• ：•ブロックシグナル･オートレリーフ･リセットシグナルなどを使用し、詰った個所を確認できます。

親分配弁• ：•給油ポンプからの潤滑剤を計量して､子分配弁に分配、供給します。

子分配弁• ：•親分配弁から送られた潤滑剤を計量し､各軸受､または､孫分配弁に分配､供給します。

孫分配弁• ：•子分配弁から送られた潤滑剤を計量し、各軸受に給油します。

配管• ：•主管（給油ポンプ～親分配弁間)､枝管（親分配弁～子分配弁間または子分配弁～孫分配弁間）および給油管
（分配弁～軸受間）から成りたっています。
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マイクロホース

グリースガン

グリースニップル

分配弁給油確認

指示棒

親分配弁

子分配弁

手動式給油ポンプ
ブロックシグナル

サイクル指示棒
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●給油方式

グリースガンでの給油は、1ユニット最大8個のブロックの組

み合わせが可能です。このため最大16個所におよぶ給油が行

えます。まず各軸受の給油量を計算し、各軸受の油量に応じた

ブロックを組み合わせます。給油の完了は、給油確認指示棒の

サイクル数で示されます。このグリースガン方式は、給油ポン

プにグリースガンを使用するので、設備費を低価格におさえる

ことができます。油量は、各軸受に応じて分配弁のブロックを

組み合わせているため、油の無駄をなくし、指示棒が作動して

いる限り確実な給油を行います。潤滑管理はもとより、設備に

おいても最も経済的です。

給油ポンプ1台で、100個所におよぶ給油を行えます。

給油完了もサイクル指示棒で確実に指示します。

100個所のうち、1個所でも給油されない場合、給油ポン

プのハンドルが非常に重くなり、これを知らせます。圧力が

20.6MPaに上がってもサイクル指示棒が飛び出さない場合

は、親分配弁のブロックシグナルを点検することにより詰り個

所が直ちに判明します。この給油ポンプは最大20.6MPaまで

吐出圧が得られるよう設計されていますので、高背圧の軸受

にも十分の給油が可能です。

グリースガン方式は経済的です！

手動式給油ポンプ方式で100個所の給油を可能に！

グリースガン方式

手動式給油ポンプ方式

説明図 給油方式 駆動方式 ポンプ形式 分配弁形式 最高使用圧力 備考

第1図
グリース
ガン方式

手動
グリースガン
（市販品）

BJ
20.6MPa

｛210kgf/cm2｝
分配弁の給油確認指示棒が目視
できる場合に使用します。

第2図
手動式給油
ポンプ方式

手動

SKA-214 BJ
14.7MPa

｛150kgf/cm2｝
同上

MP-322P

BJ～BK
20.6MPa

｛210kgf/cm2｝

同上

MP-323
MP-326

給油完了サイクル指示棒が付属します。

第1図

第2図

（注）•①オイル仕様の給油ポンプは形式の末端に“－L”が付きます。（例:MP-326-L）
• ②オイル仕様の場合、最高圧力は9.8MPaとなります。
• ③本表の給油ポンプおよび分配弁は一般的な使用方法の場合です。



親分配弁

子分配弁

孫分配弁

電動式給油ポンプ

M
PS

親分配弁

子分配弁

空圧式ポンプ エアー電磁弁

エアー源
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電気制御盤により自動運転が可能です。圧力スイッチ、ローレ

ベルスイッチなどの警報装置が取り付けられているため完全

自動化ができます。起動は手動・タイマ・機械連動などで行い、

停止は手動・タイマ・機械連動・サイクルＬスイッチなどの方

法があり、あらゆる機械に広く利用できます。

給油ポンプへの空気供給路の電磁弁の開閉でエアー駆動式

ポンプを制御します。起動･停止･警報は電動式給油ポンプ方

式と同様に計画できます。

電動式給油ポンプ方式はあらゆる機種にマッチ！

多様性に優れた空圧式給油ポンプ方式！

電動式給油ポンプ方式

空圧式給油ポンプ方式

説明図 給油方式 駆動方式 ポンプ形式 分配弁形式 最高使用圧力 備考

第３図
電動式給油
ポンプ方式

電動

SK-521

BJ～BK

14.7MPa
｛150kgf/cm2｝

圧力スイッチは別置になります。

EP-11B 20.6MPa
｛210kgf/cm2｝

圧力スイッチが付属しています。
EP-11B-5

第4図
空圧式給油
ポンプ方式

空圧
SKB-881

BJ
ポンプ比•30:1 電気制御盤を使用しない場合は

電磁弁の代わりに手動弁を設けます。SKC-800 ポンプ比•22:1

第3図

第4図



子分配弁

機械駆動式ポンプ
機械駆動軸
回転部

親分配弁

子分配弁

孫分配弁

バーレルポンプ

ドラム缶
（200Ｌ）
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●給油方式

機械駆動式ポンプは機械の動きをカムレバー、またはチェン駆

動で作動させます。各軸受の油量の合計を給油ポンプが数時

間に吐出するよう、カムレバーの長さ、チェンスプロケットの歯

数を設定することで、少量の油が連続して軸受に給油され、理

想的な給油が得られます。モータなどの動力源や電気制御盤

は不要、しかも自動給油が可能です。プレス・クレーンなどに

最適です。

給油ポンプ本体をドラム缶に直接結合できますので、据付や

設置も容易です。ドラム缶から潤滑剤を給油ポンプに移す手間

も不要。制御方式は第3図または第4図と同様です。特に大型

機械・高炉・圧延機・セメントプラントなどにご使用ください。

機械駆動式ポンプ方式はプレス・クレーンなどに最適！

バーレルポンプ方式を大型機械に！

機械駆動式ポンプ方式

バーレルポンプ方式

説明図 給油方式 駆動方式 ポンプ形式 分配弁形式 最高使用圧力 備考

第5図
機械駆動式
ポンプ方式

機械駆動

SKA-729 BJ
9.8MPa

｛100kgf/cm2｝
グリース用

SKA-722
SKA-723

BJ
5.9MPa

｛60kgf/cm2｝
オイル用

第6図
バーレル
ポンプ方式

空圧

AP-334

BJ～BK

ポンプ比•34:1 ●•圧カスイッチは別置になります。•
ドラム缶から直接吸上げ圧送します。
●•電動式をお求めの場合には当社まで
お聞い合わせ下さい。

APA-540
APA-840

ポンプ比•40:1

第5図

第6図
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●給油ポンプ

電動式給油ポンプは給油装置の自動化を行うもので、制御装置により、タイマー制御または連続運転などを行うことができます。一般

にSK-521形は小形機械を対象とし、EP-11B形は中形機械、EP•-11B-•5形は大形機械を対象としています。各々グリース用、オ

イル用およびタンク容量によって分類されています。

給油ポンプの構造はシンプルなプランジャー

方式で、信頼性と耐久性に優れています。

減速機部はグリース潤滑で、潤滑油の交換や

補給の必要がありません。

電動機の回転方向は左右どちらでも使用で

きます。

１. 電動式給油ポンプ

EP-11B形

EP-11B形給油ポンプ

品名コード 形式 吐出量 最高使用圧力 使用油 タンク容量 質量 電動機 備考 外形図

RK913100 EP-11B 40/48cm3/min
（50/60Hz）
（注⑤）

20.6MPa
{210kgf/cm2}

グリース

6ℓ 35kg 0.1kW-4P
AC200V-3φ

圧カスイッチ、
ローレベル
スイッチ付属

第10図•

RK913300 EB-11B-5 25ℓ 54kg 第11図

RK939300

SK-521
40/50cm3/min
（50/60Hz）
（注①）

14.7MPa
{150kgf/cm2}

2ℓ（樹脂製） 11kg
0.1kW-4P
AC200V-3φ

ローレベルスイッチ付
もあります。
例：
（SK-521-LLS）

第12図

RK936400 タンクナシ 10kg －

RK939500

SK-521-L

5～40/
6～50cm3/min
（50/60Hz）
（注①）

5.9MPa
{60kgf/cm2}

オイル

2ℓ（樹脂製） 11kg
0.1kW-4P
AC200V-3φ

ローレベルスイッチ付
もあります。
例：
（SK-521L-LLS）

第13図

RK937600 10ℓ 19kg －

RK937500 タンクナシ 10kg －

第10図

回路図

給油ポンプには手動式、電動式、空圧式、機械駆動式、油圧式等豊富な機種と幅広い用途があり、その目的に

よって選択することができます。（空圧式、機械駆動式および油圧式ポンプの外形寸法図は別カタログをご参照

下さい。）

（注）•①SK-521、•SK-521-L形は吐出口が2口あり内部短絡にて1口にすることもできます。上表は1口に短絡した場合の吐出量です。•
　2口として各々使用する場合の吐出量は20/25cm3/minとなります。

• ②標準塗装色はマンセル記号2.5G6/3です。
• ③電圧がAC400Vの場合はご指定下さい。
• ④オイル用の場合はご指定下さい。
• 　●形式の末端に-Lが付きます（例:•EP-11B-L）。
• 　●最高使用圧力はEP-11B-L形は9.8MPa｛約100kgf/cm2｝となります。
• ⑤EP-11形は片方のポンプシリンダーの向きを反対側（矢印がモータ側向き）にすると吐出量が半分となり20/24cm3/minです。

仕様（グリース用）
吐 出 圧 力：20.6MPa
レリーフ圧カ：22.6MPa
吐 出 量：40/48cm3/min（50/60Hz）
減 速 比：1/20
タンク容量：6ℓ
電 動 機：0.1kW-4P
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●給油ポンプ

給油ポンプの構造はEP-11B形と同じで

す。タンク容量のみ25ℓと大容量になり

ます。

EP-11B-5形

EP-11B-5形給油ポンプ
第11図

回路図

仕様（グリース用）
吐 出 圧 力：20.6MPa
レリーフ圧カ：22.6MPa
吐 出 量：40/48cm3/min（50/60Hz）
減 速 比：1/20
タンク容量：25ℓ
電 動 機：0.1kW-4P

SK-521-L形（2ℓ オイルタンク付）SK-521形（2ℓ タンク付）

第13図第12図
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MP-323形MP-322P形

第15図第14図

手動式給油ポンプは、ポンプハンドルの操作で潤滑剤を圧送するポンプです。SKA-214形は小形機械を対象とした給油ポンプで、

潤滑剤のタンク保有量が外部から確認できる透明な合成樹脂タンクの構造となっています。MP-323、326形は、中・大形機械を対

象とした給油ポンプで、タンク容量により分類されています。このポンプには給油作業の完了が目視確認できるサイクル指示棒が備え

られています。また異常吐出圧力を検知するため、圧力計が取り付けられています。

2. 手動式給油ポンプ

品名コード 給油ポンプ形式 使用油 最高使用圧カ 吐出量 タンク容量 質量 備考 外形図

RK116300 MP-322P

グリース

20.6MPa
{210kgf/cm2}

4.8cm3サイクル

2ℓ（樹脂製） 12kg
給油完了サイクル
指示棒付属

第14図

RK116200 MP-323 3ℓ 15kg 第15図

RK116600 MP-326 6ℓ 19kg 第16図

RK942800 SKA-214•
14.7MPa

{150kgf/cm2}
1cm3/ストローク 0.4ℓ（樹脂製） 2kg 1ℓ•タンク付も有 第17図

（注）•①オイルご使用の場合はご指定下さい。
• 　●形式の末端に-Lが付きます（例：MP-322P-L）。
• 　●最高使用圧力は9.8MPa｛約100kgf/cm2｝となります。
• ②SKA-214形給油ポンプは、給油確認を分配弁の給油確認指示棒で行う安価形のポンプです。
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●給油ポンプ

SKA-214形

給油中

給油完了後

MP-326形

第17図

第18図

第16図

手動式給油ポンプ（MP-322P、323、326形）に付属してい

る指示棒は装置が正常に作動したこと、および給油サイクル（分

配弁の作動回数）を確認するものです。第18図のように分配弁

の吐出ローつを給油ポンプの指示棒部へ戻して配管します。分

配弁からの吐出油（1cm3で全ストロークする）により指示棒が

作動しますので、分配弁を直接見なくても、その動作状態を確認

することができます。給油完了後は指示棒を指で押して元の位

置に戻しておきます。

吐出圧力が20.6MPaになっても指示棒が飛び出さないときは

分配弁等の詰まりです。詰まり個所を点検、修理して下さい。

給油完了サイクル指示棒について

分配弁

給油完了サイクル
指示棒

ストローク

ポンプハンドル

給油箇所へ給油箇所へ

戻り配管

タンク
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●分配弁

第19図

第1表 第2表　分配弁吐出量比率

B形分配弁は鉄製の丈夫な構造で、A、M、Eと3種類のブロックにより構成されています。各ブロックにはピストンが組み込まれてお

ります。各ブロックとの接合面はパッキンによってシールされ最小3個から最大8個まで任意に組み合せ、ユニットとして使用します。結

合はタイボルトで行われています。ユニットの構成はMブロックの増減で行い、給油（吐出）口数も最小1口から最大16口まで設けるこ

とができます。各ブロックの吐出口には逆止弁が設けられ、吐出した潤滑剤の逆流を防止します。分配弁は大きさ、吐出量により第1表

の示すように分類されています。いずれも基本構造、作動原理はまったく同じです。

分配弁の吐出量はピストン直径とストロークにより決定されます。各分配弁の形式ごとに各種のピストンがあり、各々の吐出量は第1表

に示す通りです。

（本表の吐出量は「T」タイプの1口当りの量です。）

特長

種類

構成

（注）•予備吐出口は側面の吐出口の代わりに使用できるほかに、付属品の詰り表示器を取付けることができます。（プラグ栓付）

本図は分配弁BJ、BL、BK形の構成図です。

形式
ピストン
サイズ

吐出量
cm3/ストローク

ブロック数 吐出口数

BJ

10 0.10

3～8個
Mブロック
1～6個

1～16口

15 0.15

30 0.30

45 0.45

60 0.60

BL

60 0.60

120 1.20

180 1.80

240 2.40

BK

500 5.00

750 7.50

1000 10.00

形式
比率

BJ BL BK

1 10T 60T 500T

1.5 15T 750T

2 10S 120T、 60S 1000T、500S

3 30T、15S 180T 750S

4 240T、120S 1000S

4.5 45T

6 60T、30S 180S

8 240S

9 45S

12 60S

（注）•①「T」は1ブロック当り吐出口数が2つのツインタイプです。「S」は吐出口が片側のみのシングルタイプです。吐出量：S＝2×Tc.c.
• ②上表の形式の他に「C」「2C」「SC」タイプの組合せにより、比率を変えることができます。20ページをご参照ください。
• ③使用圧力は最高20.6MPaまで使用できます。（オイルの場合は9.8MPa以下です）
• ④使用温度は-20～+70℃です。
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●分配弁

分配弁外径図および仕様

第21図

第22図

短絡栓とプラグの標準取付位置

BJ形分配弁のTタイプブロック内には短絡用のネジ「短絡栓」

があります。短絡栓はAブロックは1ヶ（①）、MおよびEブロッ

クには3ヶ（①～③）が付いており、この短絡栓の組み合せを変

える事により他のタイプヘ変更することができます。変更後、不

要吐出口にプラグ（別売）を取り付けてください。なお、取り外し

た「短絡栓」（RK550110）は再使用できません。タイボルトは

20N•m｛200±20kg•cm｝で均等に締付けてください。

BJ形の短絡変更について

形式
ブロック数

A B C
注入
口径

吐出
口径

量大
吐出
口数

質量
kgA M E

BJ-3 1 1 1 104.0 94.0 80.0

Rc1/4 Rc1/8

6 2.3

BJ-4 1 2 1 127.5 117.5 103.5 8 3.0

BJ-5 1 3 1 151.0 141.0 127.0 10 3.7

BJ-6 1 4 1 174.5 164.5 150.5 12 4.4

BJ-7 1 5 1 198.0 188.0 174.0 14 5.1

BJ-8 1 6 1 221.5 211.5 197.5 16 5.8

短絡タイプ

ブロック名

T
（標準）

S C 2C SC

A ①⑥ ④⑥

M ①②③⑥ ②③④⑥ ①②⑤⑥ ①④⑤⑥ ②④⑤⑥

E ①②③⑥ ②③④⑥ ①②⑤⑥ ①④⑤⑥ ②④⑤⑥

BJ形

（注）•②形式欄の数字（3～8）はブロックの組付数を示します。

34.5

M E M E

A

C

16.5 23.5 23.5

7

B
注入口
Rc1/4

吐出口
Rc1/8

吐出口（予備）
Rc1/8

Aブロック Mブロック Eブロック

29 73

5043

20
.5

67

12
0

50

10
8

M
A
X
.5

38

26
22
.5

21.5

21.5

21.5

310

COM （黒）

N/O （白）

N/C （赤）

圧着端子 φ4

指示棒(R)取付位置
L 及び Mスイッチ取付位置

取付ボルト・ナット
3－M6×70L

サイクルMスイッチ付の場合
（ERブロック）

Mスイッチ仕様

電気定格 MAX. AC250V-2A（DC30V-2A）
保護構造 IP67（防浸型 IEC529）スイッチ

指示棒付（R）の場合
（Eブロック）

※
（刻印）ａ ａ

短絡栓 2 短絡栓 3

注入口側ブロック ａ－ａ断面

短絡栓 1
予備吐出口
プラグ 6

予備吐出口
プラグ 6 プラグ 5プラグ 4
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形式
ブロック数

A B C
注入
口径

吐出
口径

量大
吐出
口数

質量
kgA M E

BL-3 1 1 1 153 129.4 109.4

Rc3/8 Rc1/4

6 5.6

BL-4 1 2 1 187 162.6 142.6 8 7.0

BL-5 1 3 1 220 195.8 175.8 10 8.3

BL-6 1 4 1 254 229 209 12 9.7

BL-7 1 5 1 287 262.2 242.2 14 11.0

BL-8 1 6 1 321 295.4 275.4 16 12.4

形式
ブロック数

A B C
注入
口径

吐出
口径

量大
吐出
口数

質量
kgA M E

BK-3 1 1 1 226 197 167

Rc1/2 Rc3/8

6 15.3

BK-4 1 2 1 273 244 214 8 18.9

BK-5 1 3 1 320 291 261 10 22.5

BK-6 1 4 1 367 338 308 12 26.1

BK-7 1 5 1 414 385 355 14 29.7

BK-8 1 6 1 461 432 402 16 33.3

BK形BL形

第24図第23図

（注）•③給油確認指示棒はEブロックのみに組付けます。（必要の場合はご指示ください）

59

4854

A

B

13
1

13
7

71

C

47 47 36.5 15

(2
6)

86

(100)

20

78

サイクルLスイッチ付の場合
（Eブロック）

吐出口
Rc3/8

指示棒(R)取付位置
Lスイッチ取付位置

取付ボルト・ナット
4－M10×110L

注入口
Rc1/2

吐出口（予備）
Rc3/8

Aブロック Mブロック Eブロック

指示棒(R)

82

48
3337

A

B

87 93

29
.5

67

58
.5

C

33.2 33.2 21.510

(2
6)

86

(100)

22

78

サイクルLスイッチ付の場合
（Eブロック）

吐出口
Rc1/4

指示棒(R)取付位置
Lスイッチ取付位置

取付ボルト・ナット
4－M8×90L

注入口
Rc3/8

吐出口（予備）
Rc1/4

Aブロック Mブロック Eブロック

指示棒(R)

Lスイッチ仕様

電気定格 AC125/250V-15A、AC480V-10A 
 （DC125V-0.5A、DC250V-0.25A）
保護構造 IP-65（防噴流型）スイッチ
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●分配弁

分配弁ユニットの表示方法

第25図

ユニット図（記入例）

（2） ブロック数：3～8個（Mブロックは1～6個）
（3） 吐出口数：1～16口
（4） ブロック内の数字：ピストン種類+短絡状態
• ピストンサイズ

• BJ：10、15、30、45、60
• BL：60、120、180、240　BK：500、750、1000

• 吐出量＝ピストンサイズ×100c.c.

（5） 吐出口短絡状態
 T ：•吐出口2口
 S ：•吐出口1口（吐出量＝T×2）
 C ：•注入口側のブロックとの短絡（1口分）
 2C ：•注入口側のブロックとの短絡（2口分で本ブロックには吐出

口なし）
 SC ：•吐出口を1口にして注入口側のブロックへ短絡する。（本ブ

ロックには吐出口なし）

（1）ユニット呼称（表示例）
•BJ－5(60AT－60MS－30MSC－30MC－30E2CR)L•B

付属品（L、B、R、S、M）

付属品（給油確認指示棒）

Eブロック

Mブロック

Aブロック

ブロック個数（3～8）

形式（BJ、BL、BK）

（6）短絡方向

（7）付属品

略図 記号 標準短絡方向

S 吐出口は右側。

C
↑方向は右側。吐出口は左側。
Aブロックはできません。

2C
短絡は両側。

Aブロックはできません。

SC
短絡方向は右側。

Aブロックはできません。

略図 記号 名称 標準取付位置

B ブロックシグナル
●•吐出側の予備吐出口（上部）に取付けます。
●•1ユニットで数種類の形式を使用する場合は形式と数字を記入します。

•（記入例　ブロックシグナルの場合•2.9MPaの時は3）
R オートレリーフ

S リセットシグナル

（R）
（　）内記入

給油確認指示棒 注入口側からみてEブロックの右側。

L（M）
サイクルLスイッチ

（サイクルMスイッチ）
（R）付に取付けます。BJの標準スイッチはサイクルMスイッチ（M）です。

プラグ 短絡タイプのみ記入

吐出口 Tは両側、Cは標準左側、Sは標準右側の側面

（注）•①•方向はユニットの注入口を上として見ます。
• ②•製品には、矢印「↑」の刻印はありません。
• ③•短格方向（S、C、SC）は原則として上記の通りとしますが反対方向も

製作可能です。
• ③•BJ形のTタイプは内部の短絡栓を取り外すことで他のタイプへ変更で

きます。

（注）•カタログの表示に対し、製品の刻印は、下表の〈例〉のようにA、M、E
の表示はありません。なおAブロックには形式（BJ）が刻印してあります。
〈例〉 カタログ 60AT 60MS 30MSC 30MC 30E2CR

製品の刻印 BJ60 60S 30SC 30C 302CR

ご注文の際は“ユニット呼称”または“ユニット図”でご指示下さい。

1

第25図第25図

60AT （0.6cc） Aブロック

Mブロック

Eブロック

（0.6cc）

（0.6cc）

（2.4cc）60MS

30MSC

30MC

30E2CR
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●付属品

品名コード 品名 マイクロスイッチ形式

RK828800 サイクルLスイッチ ZV2-N-2

RK829300 サイクルMスイッチ BJ-ERM用（第21図参照）

品名コード 形式 適応分配弁 ネジ径（D） 設定圧力

*RK888401 B1/8-3

BJ形 R1/8

2.9MPa

RK888402• B1/8-5 4.9MPa

RK888403• B1/8-9 8.8MPa

RK888404• B1/8-15 14.7MPa

*RK888405• B1/8-20 19.6MPa

*RK888411• B1/4-3

BL形
（BK形）

R1/4

2.9MPa

*RK888412• B1/4-5 4.9MPa

RK888413• B1/4-9 8.8MPa

RK888414• B1/4-15 14.7MPa

*RK888415• B1/4-20 19.6MPa

品名コード 形式 適応分配弁 ネジ径（D） 設定圧力

*RK888301 R1/8-3

BJ形 R1/8

2.9MPa

RK888302• R1/8-5 4.9MPa

RK888303• R1/8-9 8.8MPa

RK888304• R1/8-15 14.7MPa

*RK888305• R1/8-20 19.6MPa

*RK888311• R1/4-3

BL形
（BK形）

R1/4

2.9MPa

*RK888312• R1/4-5 4.9MPa

RK888313• R1/4-9 8.8MPa

RK888314• R1/4-15 14.7MPa

*RK888315• R1/4-20 19.6MPa

＊印は特注品です。BK形は3/8×1/4ブッシングを使用します。

＊印は特注品です。BK形は3/8×1/4ブッシングを使用します。

分配弁内のピストンの動きを指示棒で確認できるように配慮したもので、分配弁のEブロックだけに取り付けられます。この指示棒の作

動がシステムの正常な運転を知らせます。第21～24図をご参照下さい。

給油確認指示棒に付属させるマイクロスイッチで、ボルトで容

易に指示棒ケースに取り付けることができます。制御盤と組み

合わせてポンプの制御および警報の発信などを行う場合に使

用します。

分配弁の各子備吐出口にねじ込み、吐出ラインに詰まりが生じた

場合に作動する装置です。詰りにより吐出部の圧力が上昇し設

定圧力以上になると、インジケータピンが外部に飛び出すため、

詰りの発生した系統のチェックができます。

分配弁の各予備吐出口にねじ込みます。吐出ラインに詰りが生じ

た場合、圧力上昇に伴い、弁を開き、分配弁ピストンのストローク

量の潤滑剤を外へ流し出し、詰り個所を表示します。分配弁を止

めずに詰り個所を知らせることができます。

１. 給油確認指示棒

2. サイクルLスイッチ

3. ブロックシグナル

4. オートレリーフ

第26図

ブロックシグナル

第27図

第28図

3.225.4

9.5

(26)

86

(4
9.
5)

23

(9
1.
5)

φ
9.
5～
φ
11

22

サポート

G1/2

インジケータピンD

44 （4st） 14

（
16
.2
）

40 14

（
16
.2
）

排出口D
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●グリース充塡ポンプ

（注）•①上表以外に電動式および空圧式グリース充塡ポンプがあります。また多数の給油ポンプのタンクに自動補給する集中充塡装置があります。•
　これらについては「IHI集中充塡装置」のカタログをご参照下さい。

• ②使用できるグリースは稠度NLGI.No.00～No.1のものです。またオイルにも使用できます。

グリース充塡ポンプは、16kg缶またはドラム缶から給油ポンプのタンクに潤滑剤を充塡するポンプです。この充

塡ポンプの使用によって、補給作業が簡易化されるとともに、グリースに空気やゴミなどの混入が防止されます。

給油ポンプのタンクヘのグリース充塡には、必ず充塡ポンプを使用してください。

品名コード 品名 形式
吐出量

cm3/ストローク
吐出圧力
MPa

ホース長さ
m

質量
kg

適用容器 適応給油ポンプ

RK700100

グリースパック

SGP-104 40
1.0

{10kgf/cm2}
2.0 12.0 16kg缶

MP-322P
MP-323、326
EP-11B、11B-5

RK700900 SGP-15 16
0.5

{5kgf/cm2}
1.5 1.6 2.5kg缶

SKA-214
（0.4ℓ、1ℓタンク用）

RK701000 SGP-16 45
1.0

{10kgf/cm2}
1.5 1.5 2.5kg、16kg缶

第35図

SGP-104形　グリースパック

約
61
1

ハンドル

（φ340）

約430

ホ-スを使用しない時

φ38

0.8t

約173 約253

約
38
8

約
50
°

接続口 G1/2
吐出口 Rc3/8

油槽（収納缶）

ペール缶

フレキシブルホース 1/2B×2m

締金具等分3ヶ所取付

サクションチューブ




